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*1ほ-ドは,NTTドコモ株式

会社の登森高標である｡

*2 EZwebは.au/ツーカーグル

ープのサービス名称である｡
*3 FundDirectは,株式会社野

村総合研究所の商品名称で
ある｡

日立製作所のネットワーク

バンキング共同センタサー

ビス"FINEMAX”の概要

顧客は自宅のパソコンや携

帯電話をFINEMAXセンタヘ

接続することにより,各種バ

ンキングサービスを利用する

ことができる｡

インターネットや携帯電話が新たなライフスタイルとして定着する中で,金融機関は,ネットワークを活用したダイレクト

チャネルや,投資信託のインターネット販売などの金融商品対応とeCRM連携対応を充実させた第2世代ネットワークバンキン

グを強化することを課題としている｡

そのため,日立製作所は,インターネットバンキングや携帯電話バンキングシステムの開発･運用コストを抑えたネットワ

ークバンキング共同センタサービス"FINEMAX(ファインマックス)”を1998年10月から提供している｡さらに,｢FINEMAXイ
ンターネット投資信託サービス+などの新サービスを充実し,今後のリテール戦略に重要なインターネットバンキングや携帯

電話バンキング,インターネット投資信託など,第2世代ネットビジネスを,低コストかつ短期間で実現することを目指して

いる｡

はじめに

現在,各金融機関は｢金融ビッグバン+に伴う競争激化

の下で,コスト削減への対応や,合併,業務提携などによ

るシステム投資の圧縮を岡っている｡地域金融機関では

リテール(小口個人取り引き)部門を重要な収入基盤とし

て位置づけており,最適な顧客アクセスやコスト削減の観

点から,デリバリーチャネルの見直しを急務としている｡

一方,インターネットや携帯電話を使用したネットワ

ークバンキングは,(1)昼夜を問わず時間や場所の制約

を受けないサービスの提供や,(2)双方向性を利用する

ことによって有人店舗窓口に近いサービスの提供,(3)

視覚による取引内容の確認や商品情報の提供が可能と

いった特性から,利用者の利便性を大幅に向上すること

ができるので,今後の金融サービスでの利用拡人が見込

まれている｡

しかし,利便性の向上とローコスト化は,相反する経

営要請である｡このため,ネットワークを活用したダイ
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金融機関ニーズ:ロェコストオペレーション
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ダイレクトチャネル

アクセスポイント

図1金融機関のチャネル戦略

利便性が高く,ローコストで実現が可能なダイレクトチャネル

ヘのニーズが高まっている｡

レクトチャネルの強化が金融機関として取り組むべき最

重要課題の一つとなっている(図1参照)｡

また,個人顧客のネットワーク利用が急激に普及して

おり,今後,個人顧客のネットワーク利用は飛躍的に拡

大することが予想され,特にインターネットバンキング

と携帯電話バンキングが注目されている｡

ここでは,上記のニーズに合わせて開発した,日立製

作所のネットワークバンキング共同センタサービス

"FINEMAX(ファインマックス)''の特徴と将来の展望に

ついて述べる｡

ネットバンキング戦略の動向

2.1米国のネットワークバンキング

米国商務省報告書(1998年5月)によると,全米で約800

万世帯がネットバンキングを利用し,上位米銀のネット

顧客数は,数十万から百数十万人に達している｡また,

取り引き1件当たりのコストは,営業店窓口で1.07ドル,

ATM(Automated Teller Machine)で0.27ドルとなるの

に対し,インターネットバンキングでは0.01ドルと試算

している1'｡

米銀は,インターネットのコスト優位性をベースに,

金利や手数料の優遇を図っているだけでなく,従来の銀

行取引サービスを金融ワン ストップサービスや生活支

援サービスへと発展させ,価格の優位点掟示の段階から

高度な独自サービスを提僕する段階へ向かっている｡こ

のため,流通やソフトウェアベンダなどとの異業種提携

が進んでいる｡

2.2 わが国のネットワークバンキング

わが国では,2000年12月末で携帯電話によるネットサー
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ビス利用者が約2.700万人に達し2),携帯電話がインター

ネット人口をけん引する形で個人顧客のネットワークが

飛躍的に拡大している｡

すでにホームページを立ち上げ,残高照会や振り込み

などのサービスを提供する第1世代ネットバンキングは普

及期に入ってきた｡

今後は,｢ワンツーワン機能+や｢eメールマーケテイン

グ機能+などのeCRM(ElectronicCustomerRelationship

Management)連携対応と,投資信託,個人ローン,外

貨預金などの金融商品対応とを充実させた第2世代ネッ

トワークバンキングの構築に各金融機関とも力を注いで

いくものと考える｡

第2世代ネットバンキングを実現する

"FtNEMAX”

3.1"FINEMAX”の特徴

日立製作所は,少ない投資で短期間にネットワークバ

ンキングを実現するため,1998年10月からネットワーク

バンキング共同センタサービス"FINEMAX”を提供して

いる(表1参照)｡

このサービスは,インターネットや携帯電話を利用した

個人利用向けのバンキング業務サービスの運用を,日立

製作所が複数の金融機関から受託するASP(Application

ServiceProvider)サービスである｡

従来型の共同センタ形式によるアウトソーシング(外

部委託)とは異なり,個別アウトソーシングに近い形で

柔軟にサービスを活用できるのが最大の特徴である｡

主な特徴は,以下のとおりである｡

(1)実証実験から実稼動を通じて蓄積した豊富な実績に

裏打ちされた,幅広い業務機能･サービスをサポート

(2)短期間に少ない投資でインターネットバンキングを実現

(3)金融機関の基幹システムの運用時間に依存しない24

時間運用を実現

(4)利用者のためのヘルプデスクなど,システム運用か

ら業務運営までをサポートする豊富なオプションサービス

"FINEMAX”では,共同センタでありながら,顧客ラ

ンク別振り込み手数料など,各金融機関の戦略に合わせ

た独自の業務仕様や運用を設定できる｡

3.2 インターネット投資信託の今寺徴

ここ数年,各金融機関では投資信託商品の取り扱いが

急増しており,これに伴い,インターネットをはじめと

する販売チャネルの拡大や,投資信託に関するスキルを

持った要員の確保が大きな課題となっている｡
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表1"FINEMAX”の取引メニュー

各金融機関の営業戦略に合わせて幅広いサポート取り引きを選

択することができる｡

区 分 取引メニュー

バンキングサービス

●振り込み･振替(事前･都度･振り込み
券)･処理結果問い合わせ

●残高照会

●取引明細照会

●定期預金預け入れ･新規･解約･照会

●自動積立定期預金新規･解約･照会

●公共料金自動支払申し込み

●住所変更届け

●ローン審査中し込み

iモード対応携帯電話 ●振り込み･振替(事前･都度･振り込み
バンキングサービス 券)･処理結果問い合わせ

EZweb対応携帯電話 ●残高照会
バンキングサービス ●取引明細照会

インター

ネット

投資信託

サービス

ファンド 購入申し込み,解約申し込み,

申し込み スイッチンク申し込み,取り消し申し込み

照会
注文照会,預り残高照会1

取引履歴照会,商品情朝照会

オプション ●定時定額申し込み
サービス ●投資収益管理

サービス

●ファンド資料請求

●ワンツーワンメッセージ機能
ほか

Eメール通知サービス

●ワンツーワンメッセージ通知

●取引明細書送付サービス
ほか

そのため,日立製作所は,株式会社野村総合研究所と

共同で同社の投信インターネット販売システム"Fund-

Direct(ファンドダイレクト)”を機能拡充した｡これをイ

ンターネット上での投資信託業務を支援する,地域金融

機関用ASPの｢FINEMAXインターネット投資信託サー

ビス+としてわが国で初めて商品化し,2000年7月に

"FINEMAX''の新たなサービスメニューとして提供を開

始した｡

このサービスでは,購入･角7戸約などファンド申し込み

のすべての基本パターンや,残高照会,取引履歴照会,

商品情報照会など幅広い取り引きをサポートする｡

さらに,リスク管理商品の取り扱いに欠かせない取扱

ファンドの登録･削除,ファンド分類の追加･変更,エ

ンドユーザーへのワン ツー ワン メッセージの登録など

の販売管理機能もサポートしている｡このため,金融機

関の投資信託販売管理者は,自行の運用に合わせて,リ

アルタイムできめ細かな設定を行うことができる｡

また,店頭での投資信託販売や口座管理を行う株式会

社野村総合研究所の投資信託口座管理システム

"BESTWAY叩から,預り残高や取引履歴などの顧客情

嶽

些
IW

縫

19時から翌朝8時までの夜間取り引き:莞

..[

1日の約50%

∩.[.[..
4 5 6 7 8 91011121314151617181920212223012 3

時間帯(暗)

図2 時間帯別月間平均取引件数

インターネットバンキングサービスは昼間と同様に夜間も利

用者数が多い｡

報を取り込むことができる｡加えて,Eメール通知サー

ビスやヘルプデスクサポートサービスなどのオプション

サービスもメニュー化し,システム運用から業務運営に

至るトータルソリューションを提供している｡このサー

ビスにより,金融機関は本格的なインターネット投資信

託の24時間サービスを,低コストかつ短期間で稼動させ

ることができる｡

3.3 稼動実績

"FINEMAX''は,1999年4月から本格稼動した｡2001

年1月現在で20金融機関が加盟しており,15の地域金融

機関が,インターネット バンキングサービスやブラウ

ザオンラインバンキングサービス,携帯電話バンキン

グサービスなどを利用して本格的に運用している｡

(1)インターネットバンキングの利用時問帯

インターネットバンキングの実際の月間平均取引件数

について時間帯別に利用状況を分析してみると,19時か

ら翌朝8時までの夜間の利用が非常に多く,全体の約

50%を占めている(図2参照)｡このように,インターネッ

トバンキングの深夜サービスは,利用者の利便性の向上

や,振り込み手数料収入などの収益面で重要である｡

(2)第2世代ネットワークバンキングの実現

``FINEMAX”の機能拡充に伴い,各金融機関は,稼動

後もバージョンアップを積極的に実施している｡例えば,

各金融機関は,それぞれの戦略に合わせ,定期預金照会,

自動積立定期預金,住所変更届け,公共料金自動支払

申し込み,顧客ランク別振り込み手数料(ワンツーワン

機能)などといったわが国初のサービスを実現している｡
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項目 ～1999年 2000年上期 2000年下期 2001年 2002年 2003年～
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滋
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∋
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表

召

業務機能拡弓長

ネットワーク拡大

･携帯電話バンキング ネットワークバンキング共同センタサービス

1･フフウザオンフィンハンキンク EMAX

ひ々1
㍑おこぶ≠以ご皿已bも狐Ll●

日ヒ し

･ワンツーワンメール通知

eメール通知サービス
.ヮンツ…､ヮ;メッセ_ジ機能"絹"､叫､ど`へ､恕如〉､､滋

EZweb携帯電話バンキング
ン1こ

ヶ∨∧､く‾1●M灯OSO代*マネー連携メール
～､､-､＼〉甘ご､ t･lCカード認証(計画)

ヾ∧恥､† いショッピンクファイナンシャルモール(計画)

ネ叫≠､}L叫〉く＼､jんt叫叫､､√､､〉〉丸､インターネット投資信託､いゲーム機･PDA(構想)

Y‾～)､肌～ふ‾爪i､止八一､止＼ ､､‾"′㌦､"ん一"山､■‾山mM小■〝一√∧ほ一■■､ふン′:､hr､`一ん↓､'≒-一山山ゝ‾Lふ`㍍‾血こ‾kみ‾ん､≒-へ

CRM連携 eCRM連携
(ワンツーマーケティング,eメ仙ルマーケテイング)

ゲートウェイ展開

l l

ハブアンドスポーク(マルチチャネルゲートウェイ)ソリューション
接続ゲートウェイ)

l

"FINEMAX”による新機能

新サービスの展開

わが国の金融機関では,今後,従来の銀行取引サービ

スが金融ワンストップサービスや生活支援サービスへ発

展し,高度な独自サービスを提供する段階に向かってい

くものと考える｡また,ICカードやディジタルテレビな

どの新しい基盤が急速に拡大していくことが予想される｡

このような展望を前提に,"FINEMAX''では,以下

のような,--･歩先を行く新機能,新サービスを展開して

いく考えである(図3参照)｡

(1)投資信託に続く外貨預金や保険の窓口販売など金融

商占占への対応

(2)流通などの異業種企業との掟携による,生活のさま

ざまな場面での代金の∪座振替決済の実現

(3)ICカード認証によるブラウザオンライン バンキン

グや,双‾方向ディジタルテレビなどの新チャネル･新

ネットワークヘの対応

(4)eメールマーケテイングやワン ツー ワン機能の拡充

などeCRM連携機能の強化

R立製作所は,金融機関の次世代ネットビジネスの実

現を強力に支援するため,業界のリーディング企業やソ

フトウェアベンダとの協調を今後さらに推進することに

より,常に業界最高水準の機能･サービスを提供してい

く考えである｡

おわりに

ここでは,ネットビジネス時代の金融サービスを実現

する日立製作所のASPサービス"FINEMAX''について述
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注:略語説明ほか

PDA(PersonalDigitalAssjstant)

*Microsoftは,米国およぴその

他の国における米国Microsoft

Corp.の登鐘商標である｡

図3"F州EMAX''による新

サービス･新機能の展開

金融商品対応や新チャネ

ル対応など,一歩先を行く

新機能,新サービスを展開

していく｡

ベた｡

今後急速に進展するインターネットを中心としたネッ

ト関連のビジネスは,金融機関にとってきわめて重要な

戦略的分野となる｡それに伴い,社会的な基盤としての

"FINEMAX”も重要性を増していくものと考える｡

日立製作所は,最先端のサービス･機能を開発するこ

とによって金融機関と利用者にとって魅力あるサービス

をタイムリーに提供していくと同時に,金融機関と利用

者双方にとって利便性が高く,経済的なサービスを提供

していく考えである｡

参考文献

l)米国商務省報告書(May1998)

2)きょうのことば,口本経済新聞,2001句三1月18日

執筆者紹介

ピ
▲_争
■

､ゝ

井上進一朗

1987勺二11仁製作所人手セ システムソリューショングルー

プ金融システム甘栗部金融ソリューションシステム本部

決i靖ソリューションセンタ所鵬

二晩任,FINf王MAX事業の企帆 開発.運常に従-♯

E-mail:siI10ue¢t■itg.hitachi.co.jp

鹿瀬裏道

1994年日立製作所人祉,システムソリューショングルー

プ金融システム卦菜部金融ソリューションシステム本邦

決済ソリューションセンタ所属

現在,FTNEMAX一軒業の触吼 ユーザーサポートに従事

E一皿ail:Ⅲlhirose(F)･itg.lliLaclli.c().jp

野寺正春

1999年株式会社Fll‡システム アンドサービス人札l馴ヰ

アプリケーションソリューション第1部所属

現在,FINEMAX事業の崩モ抑,ユーザーサポートに従事

E-mail:m一口()y()ri(ダニ■11itacllトsyste皿CO.Jp




